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大人（上級生）が変われば、子ども（下級生）は変わる 

校長 寒河江 正人 

３日間にわたる「４月の登校指導・下校指導」。 

本校教職員の皆様、早朝よりご協力いただき、感謝申し上げます。 

 

保護者の皆様、「新学期の登下校」に際して、ご家庭でのご指導、ありがとうございます。 

 

まず、１年生の生徒諸君。「初めての自転車通学」に慣れない不安もあるでしょう。 

「自転車は、軽車両」。 

「運転技術」も、「交通ルール」も、習得が「未熟なまま」では著しく危険です。 

「正しい操作の技術」、「正しいルールの理解」が、自分も、歩行者も、守るのです。 

 

次に、３年生・２年生の生徒諸君。 

「自転車は、軽車両」。 

「運転技術」も、「交通ルール」も、「慣れ」「おごり」が「油断」「事故」への道です。 

上級生が下級生の「正しい操作の技術」、「正しいルールの理解」の模範・手本であれ！！ 

 

そして、本校教職員の皆様、保護者の皆様。 

私たちは、「自動車の運転」を通して、「交通事故の悲劇・恐ろしさ」を知っています。 

「事故は、一瞬にして起こる。」「交通事故は、被害者も、加害者も、不幸にする。」 

大人でも、「事故」を起こしたり、「事故」に遭うことがあるし、「違反」をする者もいる。 

「誰も見てないから大丈夫。」とか、「このくらいなら平気だ。」 

この「慣れ」「おごり」「油断」こそが、 

「取り返しのつかない過ち」につながることを知っています。 

 

学校と家庭、教職員と保護者が、相互にしっかりと連携・協力して、 

本校の生徒４７１名の「生命の安全」を守るために、しっかりと教える責任があります。 

「ヘルメット着用の重要性」、「整備点検の重要性」、「交通ルール遵守の重要性」、 

「歩行者の安全優先の重要性」等々。 

 

「教えたように子は、育つ。」「子は、親（大人）を映す鏡。」 

「大人（先輩・上級生）が変われば、子ども（後輩・下級生）は変わる。」 


